
尾道市立久保小学校

改善計画
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小・中学校が同
じ場所で学ぶ良
さを生かし，自
己肯定感・自己
有用感の育成を
図る。

愛拶を通した達成感・自己肯
定感の育成

児童・生徒・教職員による「朝の（スマイ
ルアクション）グリーティング（SAG）」
の実施

朝，中学生に（アクションを
つけて笑顔で）愛拶ができた
と実感できた児童

50 44.2 32.9 65.8 C

 ・児童会役員が「愛拶」に係る久保小
学校の取組を考え，児童会役員による
朝の挨拶運動を開始した。コロナ禍が
継続する中，中学生とかかわる場が1
学期以上に減少し，児童の実感は目標
値を下回った。

3

○久保中校区で統一して取り組むことができた。
コロナ禍で難しい状況でやむを得ない部分もあ
る。小中で，コロナ禍でもできることを検討して
欲しい。
○学校全体が一つになり目標達成に向けて取り組
まれていることがうかがえます。
○小・中学生の交流の機会が増えれば仲間意識が
生まれこれから増えると思います。

・児童会と生徒会の児童生徒連携を定期的に行う
とともにそれぞれの担当者の連携も計画的に実施
し，評価・改善していく。
・コロナ禍でもできる共通行事を計画・実施し，
中学生とよりよい関わりができる場を増やす。

　

令和３年度　学校評価表

学校教育目標 確かな学力を身に付け，心豊かにたくましく，ともに学ぶ児童の育成　～チーム・感謝・挨拶～

a 　ミッションミッション
＜久保小学校の存在理由＞

〇　中学校区で取り組む自己肯定感を高める教育の推進
a 　ビジョン

<目標とする学校の将来の姿>

◯　「素直な子」「自ら学ぶ子」を育てる学校
◯　移転してよかったと実感できる安心・安全な学校
◯　児童が憧れ頼れる教職員を育成する学校

評価計画 自己評価 学校関係者評価

b 中期経営目標
＜３年後の姿＞

c 短期経営目標
＜本年度の目標＞

d 目標達成のための方策 e 評価指標

f

目

標

値

h

達

成

度 m 改善案g
達成
値

g
達成
値

イ ロ ハ

＜ﾃｽﾄ平均目標値＞
1年生：９０
2年生：９０
3年生：９０
4年生：８０
5年生：８０
6年生：８０

学校合計　５１０

＜標準学力調査＞
全国平均

1年生：８０．６
2年生：７２．３
3年生：６８．９
4年生：６７．３
5年生：６３．８
6年生：７２．６

〈主体性に関するア
ンケート〉

４段階評価の内，３
以上の評価をした児

童８０％以上

i

評

価
j 結果と課題の説明

k 二次評価

l コメント

○目標達成に向け，教職員が指標を意識し
ながら取り組んだことがわかります。ほめ
て育てる，という方策が適切であったと思
われます。中学校にも継続した取組で成果
が出るようにしたいと思います。
○基礎力の定着が，上級学校へ進学した
後，思考力の向上につながると考えますの
で，貴校の取組の成果が見られます。
○ほめてやる気を育てる方針が徐々に効果
を上げています。このまま継続して下さ
い。

確
か
な
学
力
の
育
成

「主体的な学
び」を促す授業
づくりを進め，
基礎学力の定着
と思考力・判断
力・表現力の育
成を図る。

主体的に学ぶ力の育成

○算数科を中心にほめる授業を実践す
る。
・算数的な見方・考え方をほめる。
・主体的な態度をほめる。

○学期末のまとめテスト
において，クラスの平均
点を，期待平均点（低学
年９０％・高学年８
０％）以上にする。
○標準学力調査（１２
月）において，クラスの
平均点を全国平均以上に
する。
○主体性に関するアン
ケートを，目標値以上に
する。

・算数科を中心としたほめる授業という
ベースを崩さずに全職員が継続する。
・評価問題や帯タイムの学習内容を工夫
し，基礎力・活用力の向上を図る。
・児童同士の関わり方をスキル的なところ
から導入して，対話力がつくように研究を
進めていく。

豊
か
な
心
と
体
の
育
成

生徒指導の三機
能を生かした指
導を充実し，自
己指導能力の育
成を図る。

自他を思いやる心の育成

○「久保のこだわり」を実践する。
※「久保のこだわり」とは，ていねい
な言葉遣いについて指標に表したもの
である。
・「久保のこだわり」を徹底指導す
る。
・アンケートの実施
・言葉遣い名人の選出

○アンケートで肯定的な
回答をした児童の割合
・肯定的な回答をした児
童÷全校児童数×100

80

＜ﾃｽﾄ平均目標値＞
1年生：８６．１
2年生：９１．５
3年生：９１．３
4年生：８８．６
5年生：８０．８
6年生：８３．０

学校合計　５２１．
３

＜標準学力調査＞
12月に実施

〈主体性に関するア
ンケート〉

４段階評価の内，３
以上の評価をした児

童87％

＜ﾃｽﾄ平均目標値＞
1年生：９４．８
2年生：９０．３
3年生：９１．５
4年生：９３．０
5年生：８５．５
6年生：８１．３

学校合計
５３６．４

＜標準学力調査＞
1年生：８４．５
2年生：８０．０
3年生：７９．６
4年生：８５．４
5年生：６８．５
6年生：７３．２

〈主体性に関する
アンケート〉

４段階評価の内，
３以上の評価をし
た児童8４．３％

105.2

111.0

105.4

A

・学年末まとめテスト（算数科）のク
ラスの平均が期待平均点を全学年で上
回った。基礎学力は定着している児童
が多いといえる。

・標準学力調査の結果では，昨年度よ
りも国・算ともに数値が伸びていた。
特に算数科では全学年で全国平均を上
回ることができた。しかし，四則計算
や漢字・言葉の理解を問われる問題で
つまずいている児童がいたり，文章題
から必要な情報を読み取ることができ
ずにいる児童も多くいたりした。

・主体性に関しては，算数科を中心と
したほめる授業の継続により，前向き
に学習に取り組む児童や，諦めずにや
りきる児童が増えている。児童同士が
関わり合いながら学習を進めていく力
がまだ乏しい。
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○丁寧な言葉遣いを指導することで心を育
成する，という方策が成果をあげたと思い
ます。固定化についての改善が学校全体へ
の拡がりが読み取れます。殿堂入りなどの
取組が効果があったものと捉えられます。
○多様性の社会の中で求められる資質だと
思います。継続して，違いを認め自分を大
切にする教育活動に期待します。
○小中学生の互いのメッセージの交換はい
いですね。メッセージを贈ることで自分の
立場を認識する良い機会となっています。

・３学期から，来年度の取組についても視
野に入れながら，「久保のこだわり」の項
目に，「返事『はいっ』」を追加した。生
徒指導部が職員に周知するとともに，学級
担任から児童への周知を行った。来年度も
年度当初に全体周知し，継続して指導を行
う。

自己の体力を伸ばす子供の育
成

○久保小アスリート検定（なわとび）
を実施する。
１　各学年の体力に応じたレベルに挑
戦させる。
２　主体的に挑戦する児童を育てる。

１　各学年の目標をクリ
アした児童の割合
・各学年でクリアした項
目の総数÷（項目数×実
施した人数）×１００

２　主体的に次のレベル
に挑戦した児童の割合
　※各学年のレベルを全
てクリアした児童が対象
・次のレベルに挑戦して
１つでもクリアした児童
数÷各学年のレベルを全
てクリアした児童数×１
００

１　８０

２　８０

１　結果
1年生：６．７
2年生：３５．７
3年生：６６．７
4年生：５０．０
5年生：３３．３
6年生：６５．０
学校平均：４２．
９

２　結果
1年生：０
2年生：０
3年生：６０．０
4年生：６０．０
5年生：８５．７
6年生：６９．２
４学年平均→６
８．７

１　結果
1年生：６６．７
2年生：５８．８
3年生：７６．９
4年生：７５．０
5年生：６１．９
6年生：７７．３
学校平均：６
９．４

２　結果
1年生：７６．９
2年生：１００
3年生：９０．０
4年生：６０．０
5年生：９２．３
6年生：５８．８
学校平均→７
９．７

89.8 92.4 116 A

・言葉遣いについては，児童の肯定的
評価が92.4％で，前回よりも上がって
いる。言葉遣い名人の「殿堂入り」の
認証を行うことで，児童の肯定的評価
の維持・向上を達成することができ
た。また，前回の課題であった選出児
童の固定化についても，改善すること
ができた。
・また，名前を呼ばれたときに返事が
できない児童がいる等，個に応じた指
導・支援が必要である。
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○どの学年も，中間評価よりも伸びていま
す。しかし学校全体でなわとびの取組をし
ているというほど，している場面を見てい
ない気がします。
○コロナ禍において，計画通りの活動が難
しい状況にあったと思いますが，工夫して
取り組まれた成果が出ていると感じます。
○環境の変化にも関わらずこの達成度は立
派です。体力つくりも含めて久保小の伝統
になりつつあります。継続は力なり。

・体育科の授業だけではなわとびの取組を
する機会が少ない（体育館ではできなく
なっている）ため，学校全体または複数学
年で授業以外に取り組めるよう「なわとび
大会」（案）等を企画し機会を増やす。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

８６．
８

９９．
６

B

・今年度，久保中学校の敷地に移転し
てから，昨年度までのようにできない
場面が多くあり，なわとびに触れる機
会があまり作れないという課題が明ら
かになった。
・こういった状況の中でも，継続して
取り組むことにより少しずつではある
が検定に合格する児童の割合がどの学
年でも増えていることがわかった。
・２で６年生の記録が下がっているの
は，検定を合格した児童が増えたが，
次のレベルに挑戦するだけの機会が取
れなかったためである。
・低学年の伸びが著しい。どのように
跳べばよいのか「わかる」と「でき
る」ようになる児童が増えることが明
らかとなった。

3

様式1

久保中学校とともに


